
第
１
０
４
回
中
央
委
員
会

全
自
交
が
「
中
道
」
を

支
持
し
た
経
緯
と
理
由

中
道
は
大
敗

タ
ク
議
連
　
９
７
名
が
落
選

組
合
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝

第51回
衆院選

本
稿
を
書
い
て

い
る
の
は
投
開

票
日
の
２
月
８

日
、
夜
20
時
半
。

あ
ま
り
の
選
挙

結
果
に
言
葉
を

失
い
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
「
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

の
た
め
、
全
て
の
労
働
者
の
た

め
に
働
い
て
く
れ
る
議
員
が
一

人
で
も
多
く
生
き
残
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
い
な
が
ら
書
い
て
い

る
▽
今
書
き
残
し
て
お
き
た
い

の
は
た
だ
２
つ
の
こ
と
だ
け
だ

▽
一
つ
は
感
謝
で
あ
る
。〝
高

市
人
気
〞
の
逆
風
の
中
、
そ
し

て
新
党
の
結
成
と
い
う
急
展
開

と
戸
惑
い
の
中
で
も
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
懸
命
に
選
挙
戦
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
お
伝
え
し
た
い
▽
二
つ
目
は

〝
冬
の
時
代
〞
に
耐
え
抜
く
覚

悟
だ
。
自
民
党
が
こ
れ
だ
け
の

圧
倒
的
な
議
席
を
得
た
以
上
、

労
働
組
合
の
声
、
労
働
者
の
声

は
国
政
に
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ

な
い
時
代
が
や
っ
て
く
る
。〝
白

紙
委
任
状
〞
を
得
た
高
市
政
権

が
、
戦
争
へ
の
道
、
改
憲
へ
の

道
を
進
む
こ
と
も
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
▽
し
か
し
、
し

ば
ら
く
す
れ
ば
、
こ
の
圧
勝
劇

を
支
え
た
熱
気
は
落
ち
着
き
、

国
民
が
冷
静
に
高
市
政
権
の
功

罪
を
評
価
す
る
時
が
来
る
だ
ろ

う
。
そ
の
時
に
「
よ
り
良
い
、

も
う
一
つ
の
選
択
肢
」を
、我
々

が
、
我
々
の
支
持
す
る
政
党
が
、

国
民
に
示
せ
る
か
否
か
。
そ
れ

が
問
わ
れ
る
。
冬
の
時
代
を
諦

め
ず
に
生
き
抜
こ
う　
Ｋ
・
Ｔ

　

全
国
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
第

51
回
衆
議
院
議
員
選
挙
へ
の
お
取

り
組
み
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
突
如
の
解
散
と
新
党

「
中
道
」
の
結
成
と
い
う
激
流
の

中
、
ま
た
高
市
首
相
の
人
気
が
非

常
に
高
い
逆
風
の
中
で
、
最
後
ま

で
選
挙
戦
を
闘
っ
て
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
果
は
歴
史
的
な
大
敗
と
な
り

ま
し
た
。
全
自
交
が
支
援
し
た
中

道
改
革
連
合
は
公
示
前
の
１
６
７

議
席
を
49
議
席
（
旧
立
憲
21
・
旧

公
明
28
）
に
減
ら
し
、
自
民
党
は

単
独
で
３
分
の
２
以
上
、
維
新
を

合
わ
せ
３
５
４
議
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
に
所

属
し
て
い
た
前
衆
院
議
員
は
、
旧

立
憲
民
主
党
１
０
９
名
中
92
名
落

選
、
国
民
民
主
党
11
名
中
２
人
落

選
、
無
所
属
３
名
中
３
名
落
選
と

な
り
、
計
97
名
が
落
選
、
当
選
は

26
名
の
み
。
主
な
議
連
幹
部
だ
け

で
も
枝
野
幸
男
顧
問
、
海
江
田
万

里
顧
問
、
近
藤
昭
一
顧
問
、
逢
坂

誠
二
副
会
長
、
伴
野
豊
副
会
長
、

小
宮
山
泰
子
幹
事
長
、
森
山
浩
行

幹
事
長
代
行
、
末
松
義
規
副
幹
事

長
、
城
井
崇
幹
事
、
道
下
大
樹
事

務
局
次
長
ら
が
落
選
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
は
１
月
21
日
、
東

京
の
連
合
会
館
で
第
１
０
４
回
中

央
委
員
会
を
開
き
、
２
０
２
６
春

闘
方
針
と
、「
価
値
あ
る
仕
事
に

正
し
い
対
価　

賃
金
格
差
に
終
止

符
を
」「
な
く
し
て
い
い
の
か
我

ら
の
仕
事　

ハ
イ
タ
ク
は
住
民
を

守
る
最
後
の
砦
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
確
立
。
運
賃
改
定
等
の
早
急
な

実
施
と
、
適
正
な
分
配
の
獲
得
に

よ
っ
て
、
他
産
業
と
の
賃
金
格
差

を
終
わ
ら
せ
る
闘
い
が
ス
タ
ー
ト

　

高
市
早
苗
首
相
の
解
散

判
断
を
受
け
、
全
自
交
労

連
が
支
援
し
て
き
た
立
憲

民
主
党
は
１
月
16
日
、
公

明
党
と
新
党
「
中
道
改
革

連
合
」
を
結
成
。

急
転
直
下
の
動
き
の
中

で
、
全
自
交
労
連
は
1
月

20
日
の
第
２
回
中
央
執
行

委
員
会
で
、「
中
道
」
候
補

の
支
援
を
基
軸
と
す
る
選

挙
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
国
民
を
裏
切

り
続
け
て
き
た
自
民
・
維

新
政
権
に
終
止
符
を
打
ち

労
働
者
・
生
活
者
目
線
で

考
え
る
ま
っ
と
う
な
政
治

に
変
え
る
こ
と
、
そ
し
て

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
を
阻

止
す
る
こ
と
で
す
。

　

結
果
は
大
敗
と
な
り
、

極
め
て
厳
し
い
情
勢
で
す

が
、
今
後
も
ハ
イ
タ
ク
自

教
労
働
者
の
地
位
と
生
活

の
向
上
の
た
め
に
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

し
ま
し
た
。

春
闘
交
渉
の
柱
と
な
る
月
額

賃
金
の
改
善
要
求
額
（
生
活
維
持

分
＋
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
改

善
分
）
は
、
タ
ク
シ
ー
が
「
賃

金
体
系
に
か
か
わ
ら
ず
、
８
％
・

２
万
８
０
０
０
円
以
上
（
運
賃

改
定
等
に
よ
る
増
収
分
の
反
映

を
含
む
）」、
ハ
イ
ヤ
ー
は
「
歩

合
給
中
心
の
場
合
、
８
％
・

２
万
８
０
０
０
円
以
上
（
運
賃
改

定
等
の
増
収
分
を
含
む
）。
固
定
給

中
心
の
場
合
、
１
人
当
た
り
６
％
・

２
万
１
０
０
０
円
以
上
」、
自
動
車

教
習
所
が
「
月
額
１
８
，
０
０
０

円
（
一
時
金
年
間
１
０
０
万
円
以

上
）」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
は
、
１
月
12
日
に
逝
去

し
た
野
尻
雅
人
副
中
央
執
行
委
員

長
に
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
の
「
ハ
イ

タ
ク
は
住
民
の
生
活
を
守
る
最
後

の
砦
」
と
い
う
一
文
は
、
生
前
に

野
尻
副
委
員
長
が
提
起
し
た
も
の

野
尻　

雅
人
（
の
じ
り
・
ま

さ
ひ
と
）
全
自
交
労
連
副
中
央

執
行
委
員
長
が
、
１
月
12
日
、

千
葉
県
内
の
病
院
に
て
逝
去
さ

れ
ま
し
た
（
享
年
62
歳
）。
故

人
の
遺
志
に
よ
り
葬
儀
は
近
親

者
の
み
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
「
お
別
れ
の
会
」
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

野
尻
副
委
員
長
は
１
９
８
１

年
に
群
馬
県
立
高
崎
高
等
学

校
を
卒
業
。
２
０
０
０
年
に

東
京
の
大
和
自
動
車
交
通
に
入

社
し
て
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
と
な

り
、
同
時
に
大
和
自
動
車
交
通

労
働
組
合
に
加
入
し
労

働
運
動
の
道
を
歩
ま
れ
、

２
０
１
５
年
に
は
、
上

部
団
体
で
あ
る
Ｋ
Ｐ
Ｕ

東
京
地
連
の
書
記
長
に

就
任
。
２
０
２
１
年
の

全
自
交
・
Ｋ
Ｐ
Ｕ
統
合

大
会
に
て
全
自
交
労
連
・
書
記

次
長
と
な
り
、
23
年
の
第
81
回

大
会
で
書
記
長
、
昨
年
の
第
83

回
大
会
で
副
委
員
長
に
就
任
さ

れ
、
全
自
交
運
動
を
支
え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
、
が
ん
を
患
い

闘
病
中
の
と
こ
ろ
、
昨
年
12
月

に
は
病
身
を
押
し
て
秋
田
の
自

主
経
営
の
出
発
式
に
駆
け
つ
け

る
な
ど
、
亡
く
な
る
直
前
ま

で
、
全
国
の
仲
間
の
た
め
に
職

務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

で
す
。我
々
は
そ
の
思
い
を
継
ぎ
、

「
最
後
の
砦
」
で
あ
る
ハ
イ
タ
ク

産
業
を
未
来
に
残
す
た
め
、
適
正

な
賃
金
水
準
を
勝
ち
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

春
闘
方
針
の
確
立
後
に
は
、
国

土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
旅
客

課
の
重
田
裕
彦
旅
客
課
長
の
講
演

を
聞
き
、
参
加
者
は
情
勢
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
央
委
員
56
人
（
出
席
38
人
＋

委
任
18
人
）、
役
員
35
人
、
傍
聴

80
人
が
参
加
。
不
当
解
雇
闘
争
を

闘
う
安
尾
崇
伯
中
央
委
員
（
兵
庫

地
連
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
組
副

委
員
長
）
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

野
尻
副
委
員
長
が
逝
去

「
賃
金
格
差
に
終
止
符
」

溝上泰央中央執行委員長は、ラ
イドシェア阻止や、選挙への協
力を訴え、「野尻副委員長の分
まで、共にがんばろう」とあいさ
つ（2面に詳報）
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溝
上
委
員
長
あ
い
さ
つ

開
会  

掛
川
副
委
員
長

閉
会  

水
野
副
委
員
長

賃
下
げ
案
を
押
し
戻
す

交
渉
の
具
体
的
戦
術
を

本
田
書
記
長  

春
闘
方
針
提
案

産
業
の
未
来
の
た
め
に
格
差
是
正

　

溝
上
泰
央
・
中
央
執
行
委
員
長

は
、
１
月
21
日
に
開
か
れ
た
第

１
０
４
回
中
央
委
員
会
で
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
問
題
や
、
公
共
交
通
の
抱

え
る
課
題
、
そ
し
て
政
治
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
全
自
交
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

溝
上
委
員
長
は
、
政
治
情
勢
が

ハ
イ
タ
ク
自
教
労
働
者
の
生
活
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
「
我
々
は

２
０
０
７
年
の
規
制
緩
和
以
降
、

政
治
の
力
の
重
要
性
を
誰
よ
り
も

痛
い
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
る
」
と
強

調
。
前
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

落
選
し
た
森
屋
隆
前
議
員
の
功
績

を
振
り
返
り
、「
森
屋
議
員
が
誠

心
誠
意
働
い
て
い
た
だ
い
た
か
ら

こ
そ
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
阻
止

や
全
国
的
な
運
賃
改
定
が
実
現
で

き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
は
一
昨
年
の
第
50
回

衆
議
院
選
挙
で
与
党
を
過
半
数
割

れ
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
、
我
々

の
政
策
の
実
現
の
第
一
歩
だ
っ
た

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
投
開
票
の
衆
議
院
選

挙
に
向
け
、
全
自
交
労
連
が
新
党

『
中
道
改
革
連
合
』
の
支
援
を
決

め
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
皆
さ
ん

色
々
と
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の

は
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
少
な

く
と
も
我
々
ハ
イ
タ
ク
産
業
の
労

働
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く

れ
る
の
は
、
こ
の
政
党
し
か
あ
り

ま
せ
ん
」
と
断
言
し
、
選
挙
へ
の

取
り
組
み
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
を
振
り
返
り
、「
戦

後
80
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
の
節
目
で
、
改
め
て
命
と
平

和
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
年
と

な
っ
た
」、「
ハ
イ
タ
ク
産
業
で
は

日
本
維
新
の
会
に
よ
る
『
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
新
法
案
』の
国
会
提
出
や
、

24
時
間
・
大
阪
府
内
全
域
で
の

『
万
博
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
』
の
稼
働

な
ど
、
理
不
尽
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

解
禁
勢
力
の
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
る

１
年
間
だ
っ
た
が
、
全
自
交
労
連

は
連
合
や
交
運
労
協
の
仲
間
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、『
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
完
全
解
禁
阻
止
』
の
運
動

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
」
と

訴
え
「
引
き
続
き
、
移
動
困
難
者

を
は
じ
め
と
し
た
全
て
の
お
客
さ

ま
に
安
全
・
安
心
・
丁
寧
な
輸
送

を
提
供
し
、
世
界
一
の
日
本
の
タ

ク
シ
ー
の
品
質
を
維
持
し
な
が
ら

供
給
の
安
定
に
努
め
、
我
々
の
生

活
と
お
客
さ
ま
の
安
全
な
移
動
、

そ
し
て
地
域
公
共
交
通
の
持
続
性

を
守
り
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
観
光
地
や
大
都
市
で

の
、
白
タ
ク
や
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
客
引
き
・
名
義
貸
し
等
の

行
為
の
根
絶
」
を
求
め
る
と
と
も

に
「
人
口
減
少
下
で
過
疎
地
に
お

け
る
移
動
の
課
題
は
深
刻
さ
を
増

し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
は
交
通

空
白
解
消
本
部
を
司
令
塔
と
し
て

対
策
を
進
め
て
い
る
。
我
々
の
業

界
も
交
通
空
白
解
消
の
た
め
に
自

治
体
と
の
協
力
・
協
働
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
の
思
い

を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
こ
れ
か
ら
も
全
自
交

労
連
は
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
・

自
動
車
教
習
所
産
業
の
主
力
産
別

労
働
組
合
と
し
て
、
新
し
い
時
代

に
立
ち
向
か
い
、
公
共
交
通
を
担

う
労
働
者
に
相
応
し
い
賃
金
・
労

働
条
件
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
全

国
の
ハ
イ
タ
ク
自
教
労
働
者
の
先

頭
に
立
っ
て
運
動
を
展
開
し
て
い

く
」
と
誓
い
、「
野
尻
副
委
員
長

の
分
ま
で
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
」

と
春
闘
勝
利
へ
の
決
意
を
示
し
ま

し
た
。

た
要
求
と
と
も
に
、
不
当
労
働
行

為
や
不
当
解
雇
を
行
う
悪
質
事
業

者
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
強
調
し
、

闘
争
中
の
仲
間
へ
の
継
続
支
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
の
要
求
に
つ
い
て

「
爆
発
的
に
増
え
た
都
市
型
ハ
イ

ヤ
ー
」
に
よ
る
違
法
操
業
の
疑
惑

や
、
運
賃
改
定
の
困
難
化
を
政
策

面
の
要
求
課
題
と
し
て
指
摘
し
、

賃
金
要
求
の
実
現
に
向
け
た
奮
闘

と
春
闘
を
契
機
と
し
た
組
織
拡
大

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

自
動
車
教
習
所
の
要
求
に
関
し

て
は
「
教
習
料
金
の
引
き
上
げ
が

十
分
で
は
な
い
」「
地
域
の
交
通

安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
も
適
正
な
賃
金
を

求
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

す
る
交
渉
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
配
車
手
数
料
な
ど
の
、

乗
務
員
負
担
に
つ
い
て
「
定
期
大

会
で
関
西
の
仲
間
か
ら
指
摘
が

あ
っ
た
通
り
、
各
種
手
数
料
や
設

備
投
資
費
は
、
事
業
者
が
運
賃
改

定
時
の
原
価
に
算
定
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
国
交
省
に
確

認
済
み
だ
。
つ
ま
り
乗
務
員
負
担

を
取
っ
て
い
る
会
社
は
、
運
賃
と

い
う
形
で
広
く
利
用
者
か
ら
い
た

だ
き
な
が
ら
、
働
く
仲
間
か
ら
搾

取
す
る
〝
二
重
取
り
〞
に
な
っ
て

い
る
事
実
を
、
交
渉
の
場
で
訴
え

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け

要
求
を
上
回
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、賃
金
格
差
は
是
正
で
き
な
い
」

と
根
拠
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
全
自
交
独
自
の
労
働
実
態

調
査
に
お
い
て
12
地
連
本
で
年
収

が
前
年
を
上
回
り
、
う
ち
６
地
連

本
で
前
年
要
求
額
の
８
％
を
上

回
っ
た
こ
と
を
示
し
、「
こ
れ
は

２
０
２
５
春
闘
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
仲
間
が
奮
闘
し
、

し
っ
か
り
と
運
賃
改
定
な
ど
の
増

収
分
を
賃
金
に
反
映
さ
せ
た
結
果

だ
」
と
評
価
。
２
０
２
６
春
闘
に

お
い
て
も
、
適
切
な
反
映
を
実
現

　

加
藤
直
人
中
央
委
員
（
大
阪
地

連
）
は
、
許
可
期
限
が
２
年
間
に

限
定
さ
れ
て
い
る
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
早
期
終
了
を
求
め
て
発

言
。
ま
た
運
賃
改
定
後
の
賃
下
げ

　

掛
川
正
一
副
中
央
執
行
委
員
長

（
東
京
地
連
）
が
開
会
の
あ
い
さ

　
春
闘
方
針
案
に
対
し
、
会
場
内
か
ら
３
名
の
意

見
・
質
問
が
あ
り
、
本
田
書
記
長
が
答
弁
し
ま
し

た
。（
兵
庫
地
連
・
成
田
氏
の
質
疑
は
４
面
掲
載
）

　

森
茂
中
央
委
員
（
岩
手
地
本
）

は
「
春
闘
交
渉
で
は
、
２
万
８
千

円
の
要
求
だ
け
で
な
く
、
10
月
の

最
低
賃
金
引
き
上
げ
へ
の
対
応
、

運
賃
・
料
金
改
定
の
対
応
、
と
同

時
に
３
つ
の
交
渉
が
必
要
で
、
複

つ
を
述
べ
、
逝
去
し
た
野
尻
雅
人

副
委
員
長
に
対
し
「
新
生
・
全
自

交
の
統
合
に
向
け
努
力
し
て
い
る

姿
を
見
て
き
た
。
志
半
ば
で
逝
去

さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
、
改
め
て

彼
の
功
績
に
感
謝
し
た
い
」
と
追

　

閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
、
水

野
潔
副
中
央
執
行
委
員
長
（
神
奈

川
地
連
）
は
、
ま
ず
国
土
交
通
省

の
重
田
裕
彦
旅
客
課
長
の
講
演
に

つ
い
て「
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、

悼
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
春
闘
に
向
け
て
、
新

党『
中
道
』の
綱
領
か
ら「
生
命
・

生
活
・
生
存
を
最
大
限
に
尊
重
す

る
人
間
主
義
」
の
言
葉
を
引
用
し

「
今
春
闘
は
、
住
民
の
暮
ら
し
の

最
後
の
砦
と
な
る
、
我
々
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
生
活
と
矜

持
、
産
業
の
未
来
を
賭
け
た
闘
い

だ
」
と
強
調
。
方
針
の
確
立
に
向

け
た
議
論
を
求
め
ま
し
た
。

　

本
田
有
書
記
長
が
２
０
２
６
春

闘
方
針
（
12
月
号
で
素
案
掲
載
）

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

本
田
書
記
長
は
「
他
産
業
の
賃

上
げ
が
加
速
す
る
中
で
、
労
働
力

獲
得
競
争
に
負
け
な
い
労
働
条
件

を
築
か
な
け
れ
ば
、
タ
ク
シ
ー
・

ハ
イ
ヤ
ー
・
自
動
車
教
習
所
産
業

に
未
来
は
な
い
」
と
強
調
し
、
タ

ク
シ
ー
と
ハ
イ
ヤ
ー
歩
合
制
の
賃

上
げ
要
求
額
８
％
・
２
万
８
千
円

に
つ
い
て
「
連
合
や
交
運
労
協
の

ハ
イ
タ
ク
産
業
の
将
来
が
少
し
見

え
た
」
と
感
謝
。

　

た
だ
し
「
ま
だ
ま
だ
全
産
業
平

均
と
の
賃
金
格
差
は
大
き
く
、
こ

の
春
闘
で
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
尽

力
で
成
果
を
勝
ち
取
り
、
少
し
で

も
若
い
人
が
入
っ
て
く
る
産
業
に

な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
同
時
に
選
挙
へ
の
取
り

組
み
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

と
の
闘
い
に
関
し
「
ロ
イ
ヤ
ル
リ

ム
ジ
ン
が
買
収
し
た
大
阪
の
朝
日

交
通
で
も
、
就
業
規
則
改
定
に
よ

る
賃
金
の
引
き
下
げ
を
主
張
し
て

き
た
が
、
労
働
組
合
が
労
働
基
準

監
督
署
を
通
じ
て
抗
議
し
、
改
定

手
続
き
の
不
備
を
認
識
さ
せ
『
賃

下
げ
を
是
正
す
る
よ
う
に
』
と
い

う
指
導
を
勝
ち
取
っ
た
」
と
事
例

を
報
告
し
ま
し
た
。

雑
化
し
て
い
る
。
具
体
的
対
応
を

方
針
に
明
記
し
て
」
と
要
請
。

　

本
田
書
記
長
は
、
中
期
的
な
視

点
で
、
価
格
転
嫁
や
公
的
支
援
を

含
め
て
賃
上
げ
が
可
能
な
体
制
の

構
築
を
呼
び
か
け
、
交
渉
に
必
要

な
資
料
等
を
本
部
で
用
意
し
支
援

す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

「
労
働
者
の
声
を
国
政
へ
」

野
尻
氏
の
功
績
に
感
謝

若
い
人
が
入
る
産
業
に

乗
務
員
負
担
は

二
重
取
り
だ
！

討論

野尻副委員長の遺影を手に、
黙とうを捧げる溝上委員長

不当解雇と闘っている
全自交兵庫地連・神戸相
互タクシー労働組合の
安尾崇伯副委員長が議
長に選任され、「全国の
皆様からのご支援に、心
から感謝しています」と
あいさつしました。

春闘方針を提案し、「選ばれる職
業となるには賃金格差をなくすし
かない」と訴えた本田書記長

資
格
審
査
委
員
長
を
務
め
た

櫻
井
邦
広・副
中
央
執
行
委

員
長（
京
都
地
連
）

議
事
運
営
委
員
長
を
務
め
た

須
藤
正
己
副
中
央
執
行
委
員

長（
東
京
地
連
）

書
記
を
務
め
た
大
原
友
則

中
央
委
員（
愛
知
地
連
）

掛川副委員長

大阪・加藤氏

水野副委員長

岩手・森氏
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地
域
間
格
差
の
課
題
を
強
調

国
交
省  

重
田
旅
客
課
長

２０２６春闘　標語

均
を
押
し
上
げ
て
お
り
、
２
万
円

ほ
ど
し
か
営
収
が
な
い
地
域
も
少

な
く
な
い
」「
大
学
新
卒
乗
務
員

も
年
間
約
１
４
０
０
人
い
る
が
、

う
ち
約
１
２
０
０
人
は
東
京
だ
」

と
説
明
し
、
地
域
間
格
差
の
課
題

を
国
交
省
と
し
て
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
営
収
を
上
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
の
原
資

は
運
賃
し
か
な
い
」
と
強
調
し
、

運
賃
改
定
の
迅
速
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
緯
を
報
告
。「
令
和
７

年
度
補
正
予
算
で
は
、
乗
務
員
確

保
の
予
算
55
・
６
億
円
を
物
流
・

自
動
車
局
の
単
独
予
算
で
確
保
し

た
。
二
種
免
許
取
得
や
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
向
け
設
備
へ
の
投
資
を
強

力
に
支
援
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
と
し
て
交

通
空
白
の
解
消
に
向
け
、
集
中
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調

し
、
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
へ
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
も

説
明
し
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
子
ど
も
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
中

で
「
海
外
で
自
分
の
子
ど
も
を
他

人
が
運
転
す
る
車
に
預
け
る
な
ど

考
え
ら
れ
な
い
。
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
こ
と
自
体
、
日
本
の
タ
ク

シ
ー
が
積
み
重
ね
た
歴
史
の
成
果

だ
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

要
性
の
基
準
に
関
し
て
は
「
デ
ー

タ
だ
け
で
は
見
え
な
い
部
分
に
関

し
て
も
、検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

と
述
べ
、
遠
隔
点
呼
に
関
し
て
は

「
本
来
の
営
業
所
の
運
行
管
理
者

が
対
応
で
き
る
こ
と
が
前
提
の
制

度
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

加
藤
直
人
中
央
委
員
（
大
阪
地

連
）
は
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
更
新
の
判
断
に
つ
い
て
「
し
っ

か
り
と
し
た
基
準
を
」
と
求
め
、

ま
た
遠
隔
点
呼
の
導
入
企
業
に
お

い
て
運
行
管
理
者
が
不
在
で
入
庫

で
き
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
を
報

告
し
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

重
田
課
長
は
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
必

い
る
が
、『
こ
れ
ま
で
と
全
く
同

じ
事
業
を
続
け
て
赤
字
補
填
』
は

国
の
税
金
の
使
い
道
と
し
て
難
し

い
。
例
え
ば
『
自
治
体
と
共
に
、

バ
ス
路
線
撤
退
後
の
足
を
確
保
す

る
』
と
い
っ
た
場
合
に
は
車
両
購

入
の
補
助
な
ど
が
あ
る
」
と
案
内

し
ま
し
た
。

　

中
央
委
員
会
で
は
、
国
土
交
通

省
物
流
・
自
動
車
局
旅
客
課
の
重

田
裕
彦
課
長
と
大
山
聡
係
長
が

「
タ
ク
シ
ー
を
巡
る
諸
情
勢
」
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
重
田
課

長
は
「
全
国
の
タ
ク
シ
ー
の
平
均

日
車
営
収
は
３
万
８
０
０
３
円
だ

が
、
全
国
６
３
０
営
業
区
域
の
う

ち
平
均
を
上
回
る
の
は
、
25
区
域

し
か
な
い
。
一
部
の
大
都
市
が
平

２
月
５
日
、連
合
は
都
内
で「
２
０
２
６

春
闘　

闘
争
開
始
宣
言
２
・５
中
央
集
会
」

を
開
催
。
芳
野
友
子
会
長
が
、「
２
０
２
６

闘
争
は
、〝
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社

会
〞
を
実
現
す
る
正
念
場
で
あ
る
」
と
激

を
飛
ば
し
ま
し
た
。

決
意
表
明
に
立
っ
た
安
河
内
賢
弘
副

会
長
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長
）
は
、「
26
春
闘
の

最
大
の
テ
ー
マ
は
広
が
り
だ
。
連
合
に

集
う
全
て
の
仲
間
の
賃
金
を
実
質
賃
金

で
プ
ラ
ス
に
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」、

「
我
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
や
物
流

を
支
え
て
い
る
皆
さ
ま
が
実
質
賃
金
を

下
回
る
大
変
厳
し
い
労
働
条
件
で
働
い

て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
強
調
。
日
本
人
の
平
均
年
収

が
す
で
に
ア
ジ
ア
で
も
５
位
に
落
ち
込

ん
で
い
る
事
実
を
指
摘
し
「
も
う
一
度

先
進
国
な
み
の
賃
金
を
目
指
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
野
徹
中
央
委
員
（
岩
手
地

本
）
は
、
職
場
の
あ
る
釜
石
市
の

タ
ク
シ
ー
産
業
の
窮
状
を
訴
え
ま

し
た
。「
地
方
は
本
当
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
。
震
災
後
は
人
口

減
少
が
進
み
２
万
５
千
人
を
切
っ

た
。
震
災
と
コ
ロ
ナ
の
ダ
ブ
ル
パ

ン
チ
。
県
や
市
の
支
援
も
頂
い
て

い
る
が
、
７
、８
年
前
か
ら
社
長

が
身
銭
を
切
っ
て
会
社
を
維
持
し

て
い
る
。こ
の
厳
し
さ
を
理
解
し
、

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」と
要
望
。

　

重
田
課
長
は
地
方
の
厳
し
さ
に

強
く
同
意
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保

の
補
助
や
、
配
車
の
協
業
化
、
遠

隔
点
呼
な
ど
の
活
用
を
促
し
ま
し

た
。
そ
し
て
「
交
通
空
白
の
解
消

に
数
百
億
円
の
予
算
を
確
保
し
て

２０２６　春闘アピール
本日、我々は第１０４回中央委員会を開き、昨年に

続いて大幅な賃上げを求める春闘方針を決定した。

　ハイヤー・タクシー・自動車教習所産業は、社
会に必要不可欠な産業である。そして、この産
業で働く我々は、まぎれもないエッセンシャルワー
カーだ。しかし、長年にわたって我々は、自らの〝仕
事の価値〟に比べて不当に低い賃金・労働条件
に耐えてきた。今こそ、賃金格差に終止符を打ち、
この苦しみを終わらせなければならない。２０２６
春闘は、我々の〝仕事の価値〟を、経営者に、
そして社会へと問い直し、〝仕事の価値〟に見合っ
た〝正当な対価〟を求める闘いである。

　物価も賃金も上がらない「失われた３０年」はすでに過去となった。他産業では
中小企業も含めて大幅な賃上げが続き、最低賃金も過去最高の引き上げが続いて
いる。「人材を獲得するには、賃上げしかない」という認識は、いまや日本社会の
常識である。同時に、際限なき物価高騰は、我 と々家族の生活にとって深刻な危機
となっており、物価に見合うだけの賃金上昇がなければ、生活を維持することすら
ままならない。

　ハイヤー・タクシー・自動車教習所の産業を未来につなぐためには、他産業との
人材獲得競争に打ち勝てる水準の賃金、そして労働者が豊かに生活できる水準の
賃金と安心して長く働き続けられる労働環境を実現するしかない。それ以外に道は
ない。経営者に対し、運賃や迎車料金、教習料金などの価格転嫁を迅速かつ適
切に実行し、増収分を最優先で賃金に配分することを求める。我々は、職場を守る
ための協議には応じるとしても、根拠すら示さず一方的に不合理な労働分配率の改
悪を強行するがごとき暴挙は決して認めない。ましてや最賃法違反や不当労働行為
を行う悪質な経営者に対しては全国の仲間が一丸となり、団結して闘い抜く。

　同時に、地域の公共交通や交通安全センターの役割を果たし続けるために、国
や自治体に対し公的支援を要求する。特に需要減少の激しい地方では、民間の努
力のみで産業を維持することは限界だ。事業の存続への支援、適正な賃金水準の
確保への支援、値上げの負担が大きい利用者への支援を労使一体で求めていこう。
そして、ライドシェアの完全解禁は、利用者の安全と安心を破壊し、公共交通を破
壊し、我々労働者の生活を破壊する愚行である。絶対に許さない。断固阻止への
強い覚悟を改めて確認しよう。

２０２６春闘は「住民の暮らしを守る最後の砦」である、我々エッセンシャルワーカー
の生活と矜持、そして産業の未来を賭けた闘いである。なんとしても大幅な賃金・
労働条件の向上を勝ち取るため、我々は、全自交の旗の下で団結を強化し、闘い
抜くことをここに宣言する。

２０２６年１月２１日
全自交労連第１０４回中央委員会

●
要
求
せ
ず
し
て
変
化
な
し
！

東
京
地
連
・
帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
公
共
交
通
を
支
え
る
誇
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
上
げ
で東京

地
連
・
帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
カ
スハラ
対
策
の
徹
底
で
　
労
働
者
を
守
ろ
う

東
京
地
連
・
帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
魅
力
あ
る
賃
金
、
働
き
や
す
い
職
場
、
勝
ち
取
る
春
闘
！東

京
地
連
・
帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
今
春
闘
　
追
いつ
け
追
い
越
せ
格
差
是
正

東
京
地
連
・
帝
都
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
労
働
条
件
改
善
　
持
続
可
能
な
タ
ク
シ
ー
産
業
へ

東
京
地
連
・
日
交
労
働
組
合
板
橋
支
部

●
賃
上
げ
で
守
ろ
う
　
地
域
公
共
交
通

東
京
地
連
・
大
和
自
動
車
交
通
労
働
組
合

●
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
増
加
こ
そ
が
雇
用
破
壊
！
ラ
イ
ド
シェア
に
終
止
符
を
！

東
京
地
連
・
日
交
労
働
組
合
千
住
支
部　

大
瀧
恵
吾
さ
ん

●
白
タ
ク
は
入
れ
る
な
、
許
す
な
、
取
り
締
ま
れ東京

地
連
・
日
交
労
働
組
合
三
鷹
支
部　

四
童
子
徹
さ
ん

●
政
権
交
代
で
つ
く
る
！
　
世
界
の
平
和
と
安
心
な
暮
ら
し

全
自
交
労
連
本
部
制
作

※
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
４
２
作
品
の
中
か
ら
９
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。
１
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
労
連
本
部
の
第
２
回
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
各
受
賞
者
・
各
受
賞
団
体
に
、
３
千
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

地
方
は
、本
当
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る

日
本
版
Ｒ
Ｓ
と

遠
隔
点
呼
に
つ
い
て

国
交
省
へ
の
質
問

全ての仲間の賃金を！

連
合  

春
闘
開
始
を
宣
言

岩手・今野氏

大阪・加藤氏

重田裕彦 旅客課長

決意表明をした安河内副会長

春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
提
起
し
た
岩
渕
マ
リ
中
央

委
員（
東
京
地
連・東
洋
交
通
労
組
）

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２６９号（3）２０２６年２月20日



合
意
な
く
賃
下
げ
強
行

こ
れ
こ
そ
組
合
潰
し
の
目
的
だ
！

東
京
の
運
賃
改
定
に
横
や
り

Ｒ
Ｓ
解
禁
派
の
学
者
が
反
対
意
見

「
国
と
業
界
で
指
導
を
」

賃
下
げ
は
業
界
に
マ
イ
ナ
ス

自
立
し
た
労
組
だ
け
が

労
働
条
件
を
守
れ
る

運賃への影響  懸念

神戸相互

消費者代表

を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
な
賃
下

げ
を
強
行
。
１
月
27
日
の
給
与
支

給
日
に
は
、
全
従
業
員
に
対
す
る

賃
下
げ
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と

が
明
白
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
は
、
第
２
組
合
の
「
従
業

員
組
合
」と
の
み
団
体
交
渉
を
行
っ

て
賃
下
げ
の
合
意
を
取
り
つ
け
、

「
全
自
交
兵
庫
地
連
・
神
戸
相
互

タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
」
と
は
団
体

交
渉
す
ら
開
か
ぬ
う
ち
に
、
全
従

業
員
へ
の
賃
下
げ
を
強
行
し
た
の

で
す
。
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
働

組
合
は
１
月
30
日
に
会
社
へ
抗
議

文
を
提
出
し
、
た
だ
ち
に
団
体
交

渉
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
第
２
組
合
自

体
が
全
自
交
の
組
合
を
つ
ぶ
す
た

め
に
会
社
側
が
主
導
し
、〝
営
業

所
の
所
長
〞
が
〝
労
働
組
合
の
委

員
長
〞
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
組

合
で
す
。
会
社
側
は
、
こ
の
第
２

組
合
へ
の
強
引
な
引
き
抜
き
な
ど

数
々
の
不
当
労
働
行
為
、
安
尾
崇

「
第
１
回
・
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
け
る

軽
自
動
車
の
活
用
小
委
員
会
」
に
は
、

全
自
交
労
連
の
本
田
有
書
記
長
が
、
国

土
交
通
省
の
重
田
裕
彦
旅
客
課
長
と
共

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
。
本
田

書
記
長
は
、
仮
に
軽
も
普
通
車
運
賃
と

決
め
た
場
合
で
も
、
利
用
者
か
ら
「
軽

自
動
車
は
普
通
車
よ
り
安
く
て
良
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
が
上
が
る
懸

念
や
、
運
賃
改
定
自
体
を
自
粛
す
る
影

響
が
出
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

全
自
交
労
連
は
、
小
型
車
・
中
型
車

運
賃
が
並
立
し
て
い
た
時
代
か
ら
長
年

の
時
を
か
け
て
「
普
通
車
運
賃
」
へ
と

統
合
を
進
め
、
安
売
り
に
よ
る
弊
害
を

駆
逐
し
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、

同
時
に
地
方
の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
厳
し

い
現
状
も
踏
ま
え
、
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

の
視
点
で
意
見
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

い
る
問
題
や
、「
車
両
を
更
新
し
た
い

が
、
Ｊ
Ｐ
Ｎ
タ
ク
シ
ー
も
シ
エ
ン
タ

も
新
車
で
は
高
く
て
買
え
な
い
」
あ

る
い
は
「
購
入
し
た
い
が
納
車
待
ち

が
長
く
、
補
助
金
制
度
も
利
用
し
づ

ら
い
」
と
い
う
課
題
は
、
全
自
交
の

現
場
の
仲
間
か
ら
も
近
年
頻
繁
に
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
軽
自
動
車
の
活

用
が
浮
上
し
た
の
で
す
が
、
一
方
で
安

全
性
や
乗
務
員
の
疲
労
に
与
え
る
影
響
、

運
賃
や
乗
務
員
の
賃
金
へ
の
影
響
、
導

入
す
る
場
合
も
地
域
や
保
有
比
率
に
条

件
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
な
ど
、

検
討
が
必
要
な
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

１
月
26
日
に
全
タ
ク
連
が
開
催
し
た

　

現
在
タ
ク
シ
ー
営
業
車
両
と
し
て
国

に
認
め
ら
れ
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
日

産
・
サ
ク
ラ
な
ど
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動

車
）に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し「
通

常
の
軽
自
動
車
も
タ
ク
シ
ー
営
業
車
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
う
声
が
一
部
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
か
ら
上
が
り
、
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
は
、
営
業
用
車
両
に

軽
自
動
車
を
認
め
る
こ
と
の
是
非
や
課

題
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

検
討
の
背
景
に
は
、
特
に
地
方
の

厳
し
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
な
ど
従
来
の
タ
ク
シ
ー
専

用
車
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
撤
退

や
車
歴
の
古
さ
で
使
え
な
く
な
っ
て

伯
副
委
員
長
に
対
す
る
不
当
解
雇

な
ど
の
極
め
て
悪
質
な
攻
撃
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
会
社
側
は
、
労
使
で
長
年

の
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
労
働

組
合
に
対
し
、
こ
れ
ほ
ど
強
引
な

　

１
月
21
日
に
開
か
れ
た
全
自
交

労
連
の
中
央
委
員
会
で
は
、
兵
庫

地
連
の
成
田
次
雄
書
記
長
が
、
激

し
い
怒
り
と
と
も
に
会
社
側
の
賃

下
げ
強
行
を
報
告
し
「
兵
庫
地
連

と
し
て
引
き
続
き
闘
い
を
支
援

し
、
行
政
に
も
報
告
し
て
い
く
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
労
連
の
本
田
有
書
記
長

　

東
京
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
値
上

げ
に
つ
い
て
議
論
す
る
「
内
閣
府

消
費
者
委
員
会
・
公
共
料
金
等
専

門
調
査
会
」
が
１
月
14
日
、
28
日

の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
国

土
交
通
省
よ
り
「
10
・
14
％
」
の

改
定
率（
案
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学

院
・
経
営
管
理
研
究
科
の
太
田
康

広
教
授
が
「
高
す
ぎ
る
」
と
繰
り

返
し
反
対
意
見
を
表
明
。
適
正
原

価
に
適
正
利
潤
を
加
え
た
〝
運
賃

の
総
括
原
価
方
式
〞
そ
の
も
の
を

批
判
し
、
さ
ら
に
は
「
日
本
で
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
が
解
禁
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
消
費
者
は
不
満
を
も
っ

て
い
る
」「
競
争
が
激
し
く
な
れ

ば
料
金
が
下
が
る
」
と
、
安
全
性

や
労
働
者
の
待
遇
を
完
全
に
無
視

し
た
暴
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
消
費
者
委
員
会
の
結

論
は
先
送
り
と
な
り
、
東
京
の
運

賃
改
定
の
日
程
や
改
定
率
に
暗
雲

が
立
ち
込
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
タ
ク
労
働
者
は
こ
れ
ま
で

も
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
論
を
繰

り
返
す
竹
中
平
蔵
・
慶
応
大
名
誉

教
授
や
、
タ
ク
シ
ー
規
制
緩
和
を

主
導
し
た
中
条
潮
・
慶
応
大
名
誉

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
の
で
一
部

会
社
に
還
元
し
て
も
ら
う
」「
前

回
の
改
定
で
は
歩
率
を
変
え
な

か
っ
た
の
で
」
と
い
う
全
く
合
理

性
の
な
い
主
張
を
述
べ
て
お
り
、

断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

組
合
潰
し
を
仕
掛
け
て
き
た
の
か
。

そ
の
真
の
目
的
が
賃
下
げ
に
あ
っ

た
こ
と
は
、
も
は
や
明
白
で
す
。

　

さ
ら
に
運
賃
改
定
の
主
な
目
的

が
「
労
働
条
件
改
善
」
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
会
社
側
は
「
売
上

　

一
方
、
同
調
査
会
の
14
日
の
議

論
の
中
で
は
、
消
費
者
の
立
場
を

代
表
す
る
委
員
か
ら
、
ハ
イ
タ
ク

労
働
者
の
目
線
に
立
っ
た
貴
重
な

発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
消
費
者
団
体
連
絡
会
の
郷

野
智
砂
子
事
務
局
長
は
「
令
和
４

教
授
ら
、
新
自
由
主
義
者
に
よ
っ

て
低
賃
金
に
泣
か
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
ら
こ
そ
が
現
在

の
「
安
い
日
本
、貧
し
い
日
本
人
」

を
生
ん
だ
元
凶
で
す
。「
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
応
し
い

適
正
な
賃
金
」
を
妨
害
す
る
行
為

に
強
く
抗
議
し
ま
す
。

年
の
運
賃
改
定
の
後
、『
増
収
分

を
労
働
条
件
改
善
に
ま
わ
さ
ず

に
、
逆
に
労
使
協
議
も
な
く
賃
下

げ
を
強
行
し
た
事
業
者
が
い
る
』

と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
悪

質
事
業
者
を
放
置
す
る
こ
と
は
業

界
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
国
と
業
界
団
体
で
連
携

し
て
悪
質
事
業
者
の
監
視
・
指
導

等
を
お
願
い
し
た
い
」
と
意
見
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
重
田
裕
彦
旅
客

課
長
は
、
賃
金
が
増
え
て
い
な
い

場
合
で
も
賃
金
以
外
の
労
働
条
件

を
改
善
し
た
事
例
も
あ
る
と
前
置

き
し
つ
つ
、「
運
賃
改
定
の
目
的

　

全
自
交
岩
手
地
方
本
部
は
２
月

１
日
、
盛
岡
市
内
で
中
央
委
員
会

と
旗
開
き
を
開
催
し
、
迎
車
料
金

や
冬
季
割
増
運
賃
の
導
入
に
よ
る

賃
金
格
差
の
是
正
や
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
導
入
阻
止
を
柱
と
す
る
春

闘
方
針
を
確
立
。
今
野
徹
執
行
委

員
長
は
「
春
闘
で
は
、
少
し
で
も

多
く
の
改
善
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う

組
合
員
の
た
め
に
取
り
組
も
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
中
道
改
革

連
合
へ
の
支
援
を
明
言
し
「
必
ず

選
挙
へ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

全
自
交
東
北
地
連
の
高
橋
学
執

行
委
員
長
と
全
自
交
労
連
の
津
田

光
太
郎
書
記
次
長
が
春
闘
に
向
け

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

が
労
働
条
件
の
改
善
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
基
本
だ
。
今
回
の
運
賃
改
定

の
後
も
労
働
条
件
改
善
を
求
め
て

い
く
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
は
、
前
回
の
運
改
後
の

一
方
的
な
賃
下
げ
に
対
し
、
東
京

地
連
・
飛
鳥
フ
ァ
ミ
リ
ー
労
働
組

合
の
仲
間
が
裁
判
を
闘
っ
て
い
ま

す
。
消
費
者
の
声
を
力
に
変
え
、

一
方
的
で
不
条
理
な
賃
下
げ
を
阻

止
し
ま
し
ょ
う
。

場
に
な
け
れ
ば
、
労
働
条
件
は
事

業
者
の
一
方
的
な
考
え
で
ど
ん
ど

ん
悪
く
さ
れ
る
。
そ
の
自
立
し
た

労
働
組
合
こ
そ
が
、
全
自
交
に
加

盟
す
る
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー
労
働

組
合
だ
。
全
自
交
労
連
全
体
で
支

え
る
。
し
っ
か
り
闘
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

は
「
労
働
組
合
の
認
め
な
い
一
方

的
な
賃
下
げ
は
違
法
行
為
で
あ

る
。許
さ
れ
な
い
」と
断
じ
、「
し
っ

か
り
と
自
立
し
た
労
働
組
合
が
職

　

不
当
な
労
働
組
合
潰
し
の
攻
撃

を
繰
り
返
す
「
神
戸
相
互
タ
ク

シ
ー
株
式
会
社
」
が
、
今
度
は
労

働
組
合
の
合
意
な
き
賃
下
げ
を
強

行
し
ま
し
た
。

　

神
戸
地
域
で
は
11
月
27
日
に

10
％
の
運
賃
改
定
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
会
社
側
は
、
12
月
16
日

付
で
賃
率
１
・
５
％
の
引
き
下
げ全

タ
ク
連
が
検
討
ス
タ
ー
ト

軽
自
動
車
タ
ク
シ
ー
の
是
非

岩
手
地
本
北
都
支
部

組
織
拡
大
へ
宣
伝

岩
手
地
本  

中
央
委
員
会

兵庫地連の成田書記長
は、全自交労連の中央
委員会で賃下げ攻撃を
報告し「絶対に許すこと
はできない」と怒りをあ
らわに

岩手１区の階猛候補（中
道）も駆けつけました

岩手地本北都支部は２月２日、
花巻地区・北上地区で宣伝行
動を行い、未組織労働者の悩
みを聞きました

「全自交を風下から風上へ押し上げ、一枚岩でがん
ばろう」とあいさつする今野徹委員長

森茂前委員長（右）に感謝状を贈呈
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